
田
中

や
す

の
り

の
要

望
が

実
る

！

T A N A K A  Y A S U N O R I  O K K A K E  H O U S O U  K Y O K U

　
総

括
質

問
は

昨
年

度
の

決
算

に
対

し
て

行
わ

れ
る

も
の

で
す

が
､そ

れ
を

前
提

と
し

つ
つ

も
翌

年
度

予
算

又
は

行
政

執
行

へ
の

要
望

や
改

善
要

求
を

含
ん

だ
質

問
と

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

､一
問

一
答

形
式

で
質

疑
が

行
わ

れ
る

の
で

､質
問

と
答

弁
を

繰
り

返
す

こ
と

で
課

題
を

深
く

あ
ぶ

り
出

し
､質

疑
の

食
い

違
い

を
正

し
な

が
ら

の
や

り
取

り
で

き
ま

す
。
そ

の
た

め
政

策
実

現
に

向
け

て
の

非
常

に
重

要
な

議
会

で
の

機
会

で
す

。
　

通
常

私
た

ち
の

会
派

で
は

約
60

分
ほ

ど
の

質
問

時
間

で
す

が
､今

回
は

私
に

対
し

て
90

分
の

時
間

が
与

え
ら

れ
ま

し
た

。
そ

の
た

め
今

ま
で

以
上

に
多

く
の

質
疑

を
掘

り
下

げ
て

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
質

問
は

「ゲ
リ

ラ
豪

雨
対

策
」・

「行
政

評
価

」・
「環

境
施

策
」・

「健
康

増
進

事
業

」・
「徴

収
業

務
の

一
元

化
」・

「観
光

施
策

」の
6つ

の
テ

ー
マ

か
ら

色
々

な
角

度
か

ら
行

い
ま

し
た

。
　 　　　

※
田

中
や

す
の

り
か

ら
の

質
問

と
答

弁
の

ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

は
次

ペ
ー

ジ
、

ま
た

W
e
bペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

Vo
l.1

0

今
回

も
元

気
な

活
動

を
大

追
跡

！
田

中
や

す
の

り
お

っ
か

け
放

送
局

今
回

も
元

気
な

活
動

を
大

追
跡

！
田

中
や

す
の

り
お

っ
か

け
放

送
局

田
中

や
す

の
り

区
議

会
レ

ポ
ー

ト
田

中
や

す
の

り
区

議
会

レ
ポ

ー
ト

w
w
w
.t
a
n
a
k
a
-y
a
s
u
n
o
ri
.j
p

w
w
w
.t
a
n
a
k
a
-y
a
s
u
n
o
ri
.j
p

議
会

!
ト

ピ
ッ

ク
O
N
 
L
I
V
E

1
1
/1

決
算

調
査

特
別

委
員

会
に

て
総

括
質

問
を

行
う

！
板

橋
区

役
所

/第
1委

員
会

室

都
市

型
水

害
対

策
､ゲ

リ
ラ

豪
雨

対
策

へ
の

区
の

取
り

組
み

強
化

を
求

め
る

！
ま

た
､持

続
可

能
な

社
会

作
り

に
貢

献
す

る
環

境
施

策
や

健
康

促
進

事
業

へ
の

提
言

を
行

う
。

2
0
1
0

20
10

年
12

月
発

行
20

10
年

12
月

発
行

討
議

資
料

行
政

視
察

議
会

改
革

へ
の

先
進

事
例

を
視

察
！

三
重

県
議

会
･議

会
事

務
局

議
会

基
本

条
例

の
制

定
や

議
会

開
催

日
の

拡
充

を
板

橋
に

提
言

へ
！

私
は

常
々

、
地

方
議

会
は

政
党

間
の

党
利

党
略

で
進

め

る
べ

き
は

な
く

、
地

域
住

民
の

立
場

で
立

っ
て

首
長

（
区

長
）
と

対
峙

す
る

べ
き

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
そ

れ
が

地
方

議
会

の
仕

組
み

で
あ

る
二

元

代
表

制
の

あ
り

方
だ

と
思

う
か

ら
で

す
。

三
重

県
議

会
は

こ
の

考
え

方
に

立
ち

、
議

会
運

営
を

し
て

い
く

こ
と

を
表

明

し
て

い
ま

す
。

板
橋

区
議

会
と

し
て

も
他

の
自

治
体

議
会

の
事

例
を

参
考

に
自

ら
の

進
む

道
を

見
つ

け
、

議
会

改
革

の
方

向
性

を
示

し
て

い
く

予
定

で
い

ま
す

。

超
党

派
で

の
視

察
・県

議
会

前

予
算

要
望

板
橋

区
の

来
年

度
予

算
へ

の
要

望
を

伝
え

る
！

板
橋

区
役

所
･区

長
室

自
主

財
源

の
確

保
に

よ
る

歳
入

の
安

定
を

求
め

る
。

更
な

る
税

の
無

駄
削

減
を

！
区

の
財

政
は

長
引

く
不

況
の

影
響

で
財

政
調

整
交

付
金

を

中
心

に
不

安
材

料
を

多
く

抱
え

て
お

り
、

本
庁

舎
の

改
築

や
教

育
セ

ン
タ

ー
設

置
な

ど
、

多
額

の
費

用
を

要
す

る
計

画
の

見
通

し
が

立
た

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

状
況

の
中

で
、

歳
入

と
歳

出
面

の
両

面
か

ら
適

切
な

予
算

編
成

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

お
願

い

を
し

ま
し

た
。

歳
入

面
に

つ
い

て
は

自
主

財
源

の
確

保
を

、

歳
出

面
で

は
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
と

な
る

社
会

保
障

の
充

実

と
と

も
に

税
の

無
駄

削
減

を
強

く
要

望
し

ま
し

た
。

区
長

室
で

の
要

望
時

の
様

子

↑
昨

年
に

引
き

続
き

2回
目

と
な

る
総

括
質

問
を

実
施

。
前

回
よ

り
も

30
分

も
長

い
時

間
を

頂
き

､約
90

分
間

に
渡

っ
て

施
策

の
提

言
､お

よ
び

区
の

改
善

す
べ

き
点

を
指

摘
し

ま
し

た
。

田 中 や す の り田 中 や す の り □
生

年
月

日
：昭

和
49

年
1月

16
日

生
ま

れ
（
満

36
歳

）
。

板
橋

区
成

増
生

ま
れ

。
A

型
や

ぎ
座

。
□

成
増

す
み

れ
幼

稚
園

、
成

増
小

、
赤

塚
第

二
中

、
城

西
大

学
川

越
高

校
を

卒
業

。
19

98
年

に
早

稲
田

大
学

商
学

部
を

卒
業

。
□

大
学

卒
業

後
、

大
手

広
告

会
社

の
株

式
会

社
大

広
（現

博
報

堂
D

Y
）
な

ど
に

て
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

･プ
ラ

ン
ナ

ー
職

に
従

事
。

20
05

年
に

ス
タ

ン
リ

ー
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（資
）
を

起
業

し
、

独
立

。

広
告

プ
ラ

ン
ナ

ー
と

し
て

、
公

共
広

告
、

社
会

問
題

を
取

り
上

げ
た

広
告

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
触

れ
た

こ
と

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
日

本
の

社
会

問
題

を
マ

ス
コ

ミ
な

ど
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

力
で

良
く

し
て

い
き

た
い

と
い

う
気

持
ち

を
強

く
抱

い
た

。

そ
し

て
、

『
日

本
を

も
っ

と
良

く
、

明
る

く
し

た
い

。
そ

の
た

め
に

自
分

が
で

き
る

こ
と

は
何

か
？

』
と

い
う

気
持

ち
に

自
問

自
答

を
繰

り
返

し
、

「
日

本
を

直
接

に
良

く
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
」
政

治
の

世
界

に
活

路
を

見
出

し
た

。

民
主

党
の

政
治

ス
ク

ー
ル

で
あ

る
民

主
党

大
学

東
京

の
第

１
期

生
と

し
て

政
治

活
動

を
開

始
。

板 橋 区 議 会 議 員板 橋 区 議 会 議 員

命
を

守
る

●
救

急
救

命
の

A
ED

の
設

置
が

拡
充

（
平

成
17

年
：
37

台
→

平
成

20
年

：
25

6台
へ

）

●
耐

震
基

準
を

満
た

し
て

い
な

か
っ

た
、

地
震

に
弱

い
赤

塚
第

二
中

が
建

て
替

え
へ

●
携

帯
メ

ー
ル

へ
の

防
災

情
報

の
配

信
が

開
始

。
自

然
災

害
へ

の
備

え
を

充
実

●
災

害
時

の
要

援
護

者
名

簿
へ

の
登

録
者

（
特

に
高

齢
者

、
障

が
い

者
）
を

一
気

に
拡

充
へ

●
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
策

を
強

化
。

肺
炎

球
菌

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
助

成
が

決
ま

る

行
財

政
改

革

●
住

民
税

の
徴

収
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
設

置
（
年

間
想

定
効

果
額

：
約

5,
00

0万
円

）

●
選

挙
で

の
票

集
計

の
機

械
化

を
進

め
、

人
件

費
を

削
減

（
削

減
コ

ス
ト

額
：
約

18
0万

円
/時

間
）

●
古

く
談

合
が

起
き

や
す

い
入

札
制

度
を

新
し

い
制

度
へ

。
総

合
評

価
制

度
の

導
入

を
実

現
●

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
民

間
開

放
を

進
め

る
。

指
定

管
理

者
制

度
の

推
進

(平
成

21
年

：
約

1.
8億

円
削

減
)

●
区

の
独

自
財

源
と

な
る

新
た

な
広

告
媒

体
を

提
案

し
、

開
発

(広
告

枠
と

し
て

電
子

掲
示

板
な

ど
が

開
始

)

板
橋

板
橋

板
橋

板
橋

がががが
変変変変

わ
る

わ
る

わ
る

わ
る

歩 み
議

会
活

動
･政

治
活

動
の

歩
み

と
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル

○
20

07
年

4月
：
板

橋
区

議
会

選
挙

に
挑

戦
。

上
位

に
て

初
当

選
を

果
た

す
。

○
20

07
年

：
都

市
建

設
委

員
会

（
常

任
委

員
会

）
、

都
市

環
境

調
査

特
別

委
員

会

（
特

別
委

員
会

）
、

情
報

公
開

お
よ

び
個

人
情

報
保

護
審

議
会

、
消

防
団

運
営

委
員

会
（
付

属
機

関
）
に

所
属

。
○

20
08

年
：
企

画
総

務
委

員
会

（
常

任
委

員
会

）
、

都
市

環
境

調
査

特
別

委
員

会

（
特

別
委

員
会

・
副

委
員

長
）
、

板
橋

区
財

産
評

価
委

員
会

板
橋

区
土

地
開

発
公

社
、

土
地

評
価

審
議

会
・
評

議
委

員
会

（付
属

機
関

）に
所

属
。

○
20

09
年

：
健

康
福

祉
委

員
会

（
常

任
委

員
会

）
、

文
化

・観
光

調
査

特
別

委
員

会

（
特

別
委

員
会

・
理

事
委

員
）
、

住
宅

対
策

審
議

会
、

情
報

公
開

お
よ

び
個

人
情

報

保
護

審
議

会
（付

属
機

関
）に

所
属

。
○

20
10

年
：
都

市
建

設
委

員
会

（
常

任
委

員
会

・副
委

員
長

）
、

安
全

安
心

ま
ち

づ
く

り
調

査
特

別
委

員
会

（
特

別
委

員
会

・理
事

委
員

）
、

情
報

公
開

お
よ

び
個

人
情

報

保
護

審
議

会
、

消
防

団
運

営
委

員
会

（
付

属
機

関
）
に

所
属

。

議
会

活
動

歴
議

会
活

動
歴

議
会

活
動

歴
議

会
活

動
歴

・ ・・・
政

治
歴

政
治

歴
政

治
歴

政
治

歴

政
治

政
治

政
治

政
治

に ににに
関 関関関

わ
る

き
っ

か
け

わ
る

き
っ

か
け

わ
る

き
っ

か
け

わ
る

き
っ

か
け

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル



20
10

年
第

3定
例

会
総

括
質

問
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト

総
括

質
問

＆
活

動
実

績

質
問

①
流

域
に

は
雨

水
浸

透
ま

す
の

設
置

を
！

被
害

地
域

に
は

浸
透

性
道

路
舗

装
を

！

ゲ
リ

ラ
豪

雨
の

対
策

に
つ

い
て

過
去

の
質

問
～

い
た

ば
し

議
会

便
り

に
掲

載
さ

れ
た

記
事

を
抜

粋
～

Q
：「

下
水

道
や

河
川

の
流

域
対

策
」と

な
る

「雨
水

浸
透

ま
す

」の
整

備
徹

底
を

！
床

上
浸

水
な

ど
の

被
害

が
発

生
す

る
局

所
だ

け
の

対
策

だ
け

で
な

く
、

被
害

発
生

地
域

の
下

水
道

の
上

流
か

ら
す

べ
て

の
地

域
に

お
い

て
雨

水
の

流
出

を
抑

制
す

る
流

域
対

策
を

徹
底

的
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

雨
水

浸
透

ま
す

の
今

後
の

拡
充

の
計

画
は

？

A
：
平

成
2
2
年

度
の

設
置

は
1
0
件

程
度

で
、

個
数

に
す

る
と

2
0
個

程
度

の
予

定
で

あ
る

。
今

後
は

5
00

㎡
以

上
の

　
大

規
模

な
建

物
の

対
策

と
と

も
に

雨
水

浸
透

ま
す

の
設

置
を

依
頼

し
て

い
く

。
さ

ら
に

今
後

は
雨

水
浸

透
ま

す
　

に
雨

水
流

出
抑

制
の

効
果

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
し

っ
か

り
と

広
報

し
、

啓
発

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

区
に

お
い

て
地

下
水

の
涵

養
を

第
一

の
目

的
と

し
て

雨
水

浸
透

ま
す

の
設

置
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

整
備

が
な

か
な

か
進

ん
で

い
か

な
い

現
状

と
な

っ
て

い
る

。
特

に
流

域
の

区
民

に
下

水
道

へ
の

流
出

抑
制

の
効

果
が

あ
る

こ
と

を
し

っ
か

り
と

広
報

し
、

治
水

へ
の

意
識

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

小
金

井
市

は
雨

水
浸

透
ま

す
の

設
置

率
が

世
界
N
o
.1

で
あ

り
、

そ
の

設
置

率
は
5
3
.4
%

、
設

置
数

は
5
8
,6
6
5
基

に
上

る
（
2
0
0
3
年

時
点

）
。

一
方

、
板

橋
区

は
2
0
1
0
年

時
点

で
ま

だ
3
,0
2
9
基

に
過

ぎ
ず

、
そ

の
対

策
に

区
の

本
気

度
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

ま
た

、
低

地
の

地
域

に
高

い
効

果
が

見
込

め
る

と
言

わ
れ

て
い

る
雨

水
貯

留
槽

の
設

置
も

同
時

に
進

め
て

い
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

専
門

家
に

よ
る

と
、

約
2
0
0
㎥

の
貯

留
槽

が
世

帯
に

普
及

し
て

い
け

ば
か

な
り

ゲ
リ

ラ
豪

雨

対
策

が
進

む
と

い
わ

れ
て

お
り

、
そ

の
設

置
も

急
ピ

ッ
チ

で
求

め
ら

れ
ま

す
。

さ
ら

に
は

雨
水

浸
透

ま
す

と
雨

水
貯

留
槽

の
設

置
を

所
管

し
て

い
る

部
署

が
、

資
源

環
境

部
と

都
市

整
備

部
と

ま
た

が
っ

て
お

り
、

こ
の

こ
と

が
ゲ

リ
ラ

豪
雨

対
策

が
進

ま
な

い
一

因
と

も
言

え
る

。
「
ゲ

リ
ラ

豪
雨

対
策

」
と

し
て

庁
内

で
横

断
的

に
連

携
し

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
し

て
体

制
強

化
を

求
め

て
い

き
ま

す
。

☆
地

域
の

力
に

よ
る

教
育

行
政

を
！

Ｑ
：コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィス
ク

ー
ル

（地
域

運
営

学
校

）の
実

現
を

求
め

る
が

、
具

体
的

な
進

捗
は

。
→

Ａ
：地

域
と

学
校

の
理

解
が

必
要

。
学

校
支

援
地

域
本

部
を

　
　

　
発

展
さ

せ
た

上
で

の
移

行
を

検
討

す
る

。

☆
在

宅
子

育
て

支
援

の
拡

充
を

！
Ｑ

：区
立

保
育

園
で

実
施

し
て

い
る

「ふ
れ

あ
い

ブ
ッ

ク
コ

ー
ナ

ー
」を

私
立

保
育

園
へ

も
拡

充
を

。
→

Ａ
：平

成
2
2
年

度
か

ら
の

私
立

保
育

園
で

も
実

施
を

検
討

す
る

。

☆
環

境
対

策
の

一
層

の
強

化
を

！
Ｑ

：区
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
目

標
は

未
達

成
だ

が
、
見

解
は

。
→

Ａ
：新

エ
ネ

・省
エ

ネ
機

器
を

普
及

促
進

し
､C
O
2
削

減
を

進
め

て
い

く
。

☆
区

民
と

の
協

働
の

推
進

を
！

Ｑ
：地

域
提

案
型

の
公

共
サ

ー
ビ

ス
民

営
化

制
度

の
導

入
を

。
→

Ａ
：具

体
化

に
向

け
検

討
し

て
い

く
。

■ ■■■
20

09
20

09
20

09
20

09
年 年年年

11 111111
月 月月月

総
括

質
問

総
括

質
問

総
括

質
問

総
括

質
問

■ ■■■
20

07
20

07
20

07
20

07
年 年年年

06 060606
月 月月月

12 121212
日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
教

育
に

地
域

と
の

協
力

・連
携

を
！

Ｑ
：い

き
い

き
寺

子
屋

事
業

に
つ

い
て

、
月

１
回

の
開

催
も

で
き

な
い

学
校

が
あ

る
。
格

差
是

正
に

向
け

て
の

対
策

は
。

→
Ａ

：格
差

が
あ

る
の

は
認

識
し

て
お

り
､さ

ら
な

る
活

性
化

に
向

け
､

　
　

　
引

き
続

き
各

学
校

に
事

業
の

推
進

を
要

請
し

て
い

く
。

☆
民

間
企

業
の

活
力

の
活

用
を

！
Ｑ

：民
間

企
業

と
協

働
し

て
新

た
な

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
創

出
す

る
制

度
「提

案
型

公
共

サ
ー

ビ
ス

民
営

化
制

度
」の

早
期

導
入

の
検

討
を

。
→

Ａ
：導

入
に

は
法

律
な

ど
の

制
約

が
あ

り
、

実
現

に
向

け
検

討
が

　
必

要
で

あ
る

。
区

で
は

、
効

果
的

・
効

率
的

な
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
目

指
し

て
お

り
、

新
し

い
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り

方
を

　
検

討
す

る
う

え
で

、
参

考
に

し
た

い
。

Q
：「

被
害

が
発

生
し

て
し

ま
う

局
地

対
策

」と
し

て
「浸

透
性

の
道

路
」の

舗
装

を
！

成
増

３
丁

目
な

ど
い

つ
も

被
害

を
受

け
て

い
る

地
域

に
対

し
て

、
区

が
で

き
る

対
策

と
し

て
浸

透
性

の
道

路
舗

装
整

備
を

行
い

、
雨

水
を

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
下

に
逃

が
す

対
策

を
採

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

区
と

し
て

は
浸

透
性

の
道

路
舗

装
の

有
効

性
を

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

か
？

今
後

早
期

の
整

備
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

下
水

道
局

に
対

し
て

、
下

水
道

幹
線

の
構

造
上

の
不

備
に

よ
り

一
部

に
水

圧
が

か
か

る
こ

と
に

よ
っ

て
被

害
が

発
生

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

場
所

に
つ

い
て

は
下

水
道

幹
線

の
流

れ
の

改
善

を
求

め
る

。

A
：
降

っ
た

雨
を

直
接

下
水

道
に

流
す

こ
と

な
く

浸
透

さ
せ

る
と

い
う

こ
と

か
ら

局
地

的
な

水
害

対
策

に
な

る
と

　
考

え
て

い
る

。
浸

透
性

の
舗

装
は

土
木

部
と

都
市

整
備

部
と

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
参

り
た

い
。

　
ま

た
今

後
と

も
下

水
道

局
に

対
し

て
は

、
下

水
道

幹
線

の
流

れ
の

改
善

な
ど

被
害

を
軽

減
で

き
る

よ
う

な
　

対
策

を
強

く
求

め
て

参
り

た
い

。

東
京

都
下

水
道

局
に

対
し

て
「下

水
道

幹
線

の
改

善
」を

継
続

的
に

要
請

を
！

区
と

し
て

も
局

地
的

な
対

策
と

し
て

、
浸

透
性

の
道

路
舗

装
の

整
備

の
有

効
性

を
認

識
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

対
策

を
急

い
で

ほ
し

い
。

成
増

3
丁

目
2
0
番

の
地

域
に

つ
い

て
は

、
赤

塚
二

中
の

改
築

に
合

わ
せ

て
校

庭
で

の
雨

水
貯

留
を

要
請

し
て

き
た

。
設

置
が

実
現

す
る

こ
と

に
は

感
謝

の
気

持
ち

を
抱

く
が

、
そ

の
雨

水
貯

留
の

水
深

は
1
6
c
m

で
あ

り
、

対
応

能
力

や
効

果
に

疑
問

が
残

る
。

貯
留

総
量

は
1
7
0
0
ト

ン
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

そ
も

そ
も

私
が

要
請

し
て

き
た

も
の

は
練

馬
区

の
学

校
に

配
置

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

も
っ

と
規

模
の

大
き

い
貯

留
槽

で
あ

っ
た

。
今

後
も

よ
り

一
層

の
対

策
の

た
め

に
、

総
合

治
水

の
観

点
か

ら
全

庁
が

横
断

的
に

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。
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08
20

08
20

08
20

08
年 年年年

02 020202
月 月月月

18 181818
日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
放

置
自

転
車

対
策

の
強

化
を

！
Ｑ

：成
増

駅
北

口
・下

赤
塚

駅
北

口
は

慢
性

的
に

放
置

自
転

車
が

　
　
あ

ふ
れ

て
い

る
。
放

置
防

止
指

導
の

体
制

強
化

を
図

り
、
事

態
の

　
　
改

善
を

求
め

る
。

→
Ａ

：
２

０
年

度
か

ら
、

ガ
ー

ド
マ

ン
を

土
曜

、
日

曜
も

配
置

す
る

な
ど

、
体

制
強

化
を

図
る

予
定

。

☆
Ａ

Ｅ
Ｄ

普
及

推
進

の
取

り
組

み
を

！
Ｑ

：お
祭

り
や

展
示

会
な

ど
の

会
場

に
、
区

が
無

料
で

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

　
　
貸

し
出

す
こ

と
は

有
効

で
あ

る
。
実

施
の

検
討

を
。

→
Ａ

：多
く

の
区

民
が

集
ま

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

お
い

て
、

無
料

貸
出

し
で

き
る

よ
う

配
慮

す
る

。

■ ■■■
20

08
20

08
20

08
20

08
年 年年年

11 111111
月 月月月

27 272727
日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
「提

案
型

公
共

サ
ー

ビ
ス

民
営

化
制

度
」の

導
入

を
！

Ｑ
：企

業
や

市
民

ボ
ラ

ン
テ

ィア
と

協
働

し
な

が
ら

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

手
法

　
　
を

通
し

て
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
「提

案
型

公
共

サ
ー

ビ
ス

　
　
民

営
化

制
度

」が
注

目
さ

れ
て

い
る

。
区

で
も

早
期

に
導

入
を

。
→

Ａ
：導

入
の

可
能

性
を

含
め

検
討

す
る

。

☆
要

援
護

者
名

簿
制

度
の

改
善

を
！

Ｑ
：他

区
で

は
、
福

祉
目

的
で

管
理

す
る

区
民

の
個

人
情

報
を

　
　
要

援
護

者
名

簿
に

活
用

す
る

た
め

、
条

例
改

正
を

行
う

な
ど

　
　
震

災
対

策
を

急
い

で
い

る
。
区

で
も

取
り

組
み

を
急

ぐ
べ

き
で

は
。

→
Ａ

：区
役

所
内

部
で

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
名

簿
を

共
有

化
し

て

い
く

こ
と

に
つ

い
て

は
今

後
検

討
し

て
い

く
。

■ ■■■
20

09
20

09
20

09
20

09
年 年年年

6 666月 月月月
2 222日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
低

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

て
！

Ｑ
：低

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

、
庁

所
有

車
の

全
て

を
次

世
代

型
　
　
エ

コ
自

動
車

に
切

り
替

え
る

方
針

を
、
早

期
に

示
す

べ
き

。
→

Ａ
：今

後
も

環
境

に
優

し
い

も
の

を
導

入
す

る
。

☆
学

区
域

に
即

し
た

町
会

運
営

を
！

Ｑ
：学

区
域

が
幾

つ
か

の
町

会
区

域
に

ま
た

が
る

た
め

、
町

会
単

位
で

　
　
行

う
防

災
訓

練
な

ど
で

、
避

難
場

所
と

な
る

学
校

現
場

に
混

乱
が

　
　
生

じ
て

い
る

。
改

善
策

は
。

→
Ａ

：地
域

セ
ン

タ
ー

の
担

当
区

域
を

町
会

・
自

治
会

の
区

域
に

合
わ

　
　

　
せ

る
な

ど
工

夫
す

る
。

今
後

、
教

育
委

員
会

の
学

校
適

正
配

置

　
　

　
の

審
議

の
中

で
も

検
討

す
る

。

■ ■■■
20

10
20

10
20

10
20

10
年 年年年

6 666月 月月月
9 999日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
「５

歳
児

健
診

」の
早

期
実

施
を

！
Ｑ

：発
達

障
が

い
の

把
握

に
は

、
５

歳
児

健
診

が
有

効
。

　
　
既

に
実

施
し

て
い

る
区

も
あ

る
。
５

歳
児

健
診

の
早

期
実

施
を

。
→

Ａ
：現

在
、

健
診

の
あ

り
方

を
検

討
中

で
あ

る
。

　
　

　
医

療
関

係
機

関
と

も
調

整
し

な
が

ら
考

え
て

い
く

。

☆
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
24

 時
間

運
用

で
夜

間
の

救
命

確
保

を
！

Ｑ
：区

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

は
、
施

設
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

夜
間

の
使

用
が

　
　
で

き
な

い
。
管

理
方

法
の

工
夫

で
、
24

時
間

区
民

が
利

用
で

き
る

　
　
体

制
の

整
備

を
。

→
Ａ

：施
設

管
理

上
難

し
い

が
、

状
況

を
見

な
が

ら
検

討
す

る
。

■ ■■■
20

08
20

08
20

08
20

08
年 年年年

09 090909
月 月月月

29 292929
日 日日日

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

一
般

質
問

☆
誇

り
を

持
っ

て
住

み
続

け
ら

れ
る

景
観

行
政

を
！

Ｑ
：景

観
条

例
の

早
期

の
制

定
を

求
め

る
。
区

内
外

の
方

に
板

橋
ら

し
　
　
さ

を
強

く
連

想
さ

せ
、
発

信
で

き
る

景
観

づ
く
り

が
必

要
で

は
。

→
Ａ

：
２

０
年

度
中

に
景

観
計

画
策

定
審

議
会

を
設

置
し

、
景

観
計

画
策

定
に

取
り

組
む

。
計

画
の

実
効

性
を

担
保

す
る

た
め

の
条

例

と
し

て
、

策
定

を
進

め
て

い
く

。
ま

た
、

景
観

計
画

を
策

定
す

る

中
で

、
「
板

橋
ら

し
さ

」を
明

確
に

し
て

い
き

た
い

。

☆
成

増
駅

南
口

の
路

上
喫

煙
の

改
善

・整
備

を
！

Ｑ
：受

動
喫

煙
の

危
険

性
を

防
ぐ

た
め

、
路

上
喫

煙
指

導
員

の
配

置
　
　
強

化
な

ど
の

対
策

が
必

要
で

は
。

→
Ａ

：歩
道

上
に

ポ
イ

捨
て

禁
止

の
表

示
、

路
上

禁
煙

地
区

循
環

パ
ト

ロ
ー

ル
指

導
員

に
よ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

強
化

な
ど

に
努

め
る

。


